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一
長
野
県
小
布
施
町
で
、
北
斎
る
『
北
斎
一
東
西
の
架
け
橋
』
悲
劇
』
な
ど
に
始
ま
る
戦
後
の
ン
ク
l
ル
と
い
っ
た
、
十
九
世
斎
伝
』
(
一
八
九
四
年
)
も
、

一
没
後
百
五
十
年
に
ち
な
み
、
第
展
も
開
催
さ
れ
て
い
る
(
十
七
価
値
観
が
、
ひ
た
す
ら
江
戸
時
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
実
は
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
美

三
回
国
際
北
斎
会
議
と
題
す
る
日
ま
で
)
。
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代
を
封
建
の
暗
黒
時
代
に
染
め
す
る
前
衛
批
評
家
た
ち
だ
。
日
術
市
場
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い

一
国
際
研
究
集
会
が
四
月
十
九
日
・
評
価
に
格
差
上
げ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
本
趣
味
合
ヤ
ポ
ニ
ス
ム
)
流
て
な
さ
れ
た
著
述
だ
っ
た
ロ
そ

一
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
に
時
代
的
制
約
を
認
め
〈
ゐ
行
の
さ
な
か
、
か
れ
ら
は
大
芸
ん
な
フ
ラ
ン
ス
人
批
評
家
た
ち

一
た
ロ
晩
年
の
北
斎
は
土
地
の
豪
近
年
に
至
る
ま
で
、
北
斎
ほ
た
。
だ
が
、
浮
世
絵
へ
の
蔑
視
術
を
至
高
と
す
る
美
術
ア
カ
デ
の
勝
手
気
ま
ま
な
北
斎
狂
ぷ
り

一
商
、
高
井
鴻
山
に
招
か
れ
、
岩
ど
内
外
の
評
価
の
格
差
が
激
し
は
、
な
に
も
戦
後
の
発
明
で
は
ミ
l
の
因
習
を
打
破
す
る
た
め
に
対
し
て
、
お
雇
い
イ
ギ
リ
ス

一
松
崎
の
鳳
嵐
の
天
井
画
や
、
祭
か
っ
た
画
家
も
あ
る
ま
い
。
そ
な
い
。
，
に
、
民
衆
に
よ
っ
て
事
受
さ
れ
人
外
科
医
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア

一
り
屋
台
の
龍
と
鳳
息
、
男
波
と
も
そ
も
、
一
介
の
浮
世
絵
師
風
例
え
ば
室
町
水
墨
画
の
代
表
た
複
製
芸
術
と
し
て
の
浮
世
絵
ン
ダ
l
ソ
ン
は
、
北
斎
を
雪
舟

一
女
波
と
い
っ
た
作
品
を
残
し
て
情
を
芸
術
家
に
仲
間
入
り
さ
せ
と
し
て
の
雪
舟
は
、
日
本
の
誇
版
画
を
高
く
評
価
し
た
白
と
比
較
す
る
な
ど
、
『
パ
ン

一
い
る
。
七
カ
国
か
ら
二
十
四
の
る
こ
と
に
、
ほ
ん
の
二
十
年
ほ
る
東
洋
の
画
家
と
し
て
、
島
崎
そ
し
て
、
そ
の
代
表
と
し
て
チ
』
誌
の
看
板
戯
画
家
ジ
ョ
ン

一
発
表
を
得
た
会
議
会
場
の
北
斎
ど
前
ま
で
の
日
本
で
は
激
し
い
藤
村
な
ど
が
四
回
向
し
た
ロ
だ
が
注
目
さ
れ
た
の
が
北
斎
だ
っ
・
リ
i
チ
を
画
聖
フ
ラ
・
ア
ン

一ホ
l
ル
で
は
、
『
北
斎
漫
画
』
括
抗
が
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
戦
前
か
た
ロ
「
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
芸
術
ジ
エ
リ
コ
に
比
べ
る
に
も
等
し

や
『
富
山
獄
三
十
六
景
』

D
V
D
大
戦
末
期
に
墓
尽
帝
国
大
学
の
ら
既
に
北
斎
研
究
は
、
学
会
か
は
、
生
活
に
密
着
し
た
日
本
芸
い
官
漬
だ
、
と
憤
慨
す
る
。
ま

一
一
物
閥
均
級
協
脇
れ
い
だ
多
れ
た
緩
絡
め
傷
後
一
験

1
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デ
モ
ン
ス
ト
レ
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シ
ョ
ン
も
了
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賀

お
こ
な
わ
れ
た
D

叫
‘
』
許
一
文
化
交
流
の
十
字
路
と
し
て
の
画
狂
人
間
闘
幽
開
園
川
稲

言

』

の

雀

踊

り

や

相

撲

「
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り
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一
を
動
画
に
仕
立
て
る
と
、
『
漫
美
術
史
教
授
だ
っ
た
藤
掛
静
也
ら
は
白
眼
視
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
術
の
鞭
に
当
て
ら
れ
、
今
や
大
た
ア
メ
リ
カ
人
、
ア
l
ネ
ス
ト

一
画
」
の
ス
ナ
ッ
プ
が
ど
の
よ
う
が
、
最
終
講
義
で
一
度
だ
け
浮
好
事
家
の
手
に
諜
ね
ら
れ
る
日
芸
術
を
殺
し
に
か
か
っ
て
い
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
、
フ
ラ
ン
ス

一
に
紙
面
に
配
列
さ
れ
て
い
た
の
世
絵
の
話
を
し
た
、
と
い
う
の
陰
者
の
扱
い
だ
っ
た
J

る
」
と
は
ゴ
ン
ク
l
ル
日
記
に
の
北
斎
狂
ど
も
は
日
本
の
画
商

か
も
検
証
で
き
る
口
ま
た
富
士
は
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
ま
た
・
民
衆
が
享
受
マ
同
観
察
(
一
八
九
二
年
)
た
ち
に
ま
ん
ま
と
臨
さ
れ
て
い

一
山
の
実
景
が
北
斎
の
画
面
と
比
同
じ
こ
ろ
に
『
日
本
一
美
術
の
特

7

1
斎
の
意
義
を
世
界
で
初
る
、
と
冷
笑
し
て
い
た
。

一
較
さ
れ
、
現
実
の
忠
実
さ
と
質
』
と
い
う
名
著
を
な
し
た
矢
そ
れ
で
は
識
が
北
斎
を
、
ミ
め
て
認
め
た
の
は
、
日
本
人
で
・
風
俗
壊
乱
と
一

一
デ
フ
ォ
ル
メ
の
様
が
測
定
さ
れ
代
幸
雄
に
し
て
も
、
な
お
室
町
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
分
た
ち

一
る
。
さ
ら
に
小
布
施
で
の
町
を
水
墨
画
に
最
高
位
を
認
め
、
浮
ト
に
匹
敵
す
る
東
洋
の
巨
匠
ヘ
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
な
の
だ
、
だ
が
そ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
院

一
あ
げ
た
北
斎
祭
り
と
並
ん
で
、
世
絵
に
は
辛
い
評
価
し
か
与
え
と
格
上
げ
し
た
の
か
。
こ
こ
で
と
い
う
自
負
が
、
こ
れ
ら
の
日
年
に
は
小
林
文
七
に
頼
ま
れ

一
長
野
県
信
濃
美
術
館
で
は
、
ラ
て
い
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
が
、
フ
ィ
リ
ッ
本
美
術
愛
好
家
た
ち
に
は
あ
っ
て
、
北
斎
の
浮
世
絵
版
画
展
に

一
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
の
初
日
の
基
調
講
演
を
行
っ
た
プ
・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
l
、

テ

オ

ド

た

。
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力

す

る

白

と

こ

ろ

が

、

日

本

一
マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ラ
j
、
小
林
忠
ド
ナ
ル
ド
・
キ
l
ン
教
授
は
、

l
ル
・
デ
ュ
レ
、
ル
イ
・
ゴ
ン
飯
島
虚
心
に
よ
る
最
初
の
実
人
出
品
者
の
多
く
は
、
自
分
の

一
学
習
院
大
学
教
授
の
監
修
に
よ
和
辻
哲
郎
の
『
鎖
国
日
本
の
ス
そ
し
て
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
証
的
な
北
斎
の
伝
記
『
葛
飾
北
名
前
が
目
録
に
明
記
さ
れ
る
の
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